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　１９６８年３月１３日に世界最初のローターアクトクラ
ブ（ＲＡＣ）が産声をあげ、その設立２５周年を記念し、
１９９３年にＲＩ理事会は３月１３日を含む１週間を､ＲＣ
とＲＡＣの交流を促進する目的で「世界ローターアク
ト週間」に指定しました。当地区ＲＡＣも「世界ＲＡＣ
ＤＡＹ」と銘打って３月１５日に地区行事を行います。
　現在２６６０地区では２8０名余りのローターアクタ
ーが、１９クラブに分かれ、クラブや地区で若者らしく
元気ハツラツに活動をしております。
　私自身もＲＡＣ出身のロータリアンとして、今期の
委員会方針にＲＡＣの目標の一つである「将来ロー
タリアンになり得る人を育てる」という理念を掲げ、ロ
ータリーの倫理指針の「４つのテスト」に照らし合わ
せ、彼たちの活動を検証し指導しています。その目
標も徐々に現実になりつつあります。事実、次年度
は３名のＲＡＣ出身のロータリアンが、当委員会でＲＡ
Ｃ活動をサポートして頂ける事になりました。とてもう
れしい限りです。
　地区ＲＡＣの活動としては、地区社会奉仕委員会
と、インターアクトクラブと共同実施した「ロータリー
ファミリー合同地区献血」（７月・２月）に始まり、「全

国統一アクトの日」（９月）、「地区連絡協議会」（１０
月）、「海外研修（カンボジア）」（１１月）、「４地区合同
交流会」（１２月）、「香港リネン大学ＲＡＣとの事業」
（１月）、「全国ローターアクト研修会（福島）」（３月）、
「地区年次大会」（５月）、「リーダーシップフォーラム
新人研修会」（６月）などを行っています。特に今年
度は、５月のロータリーフェスティバルでも、テントブ
ースの運営と献血を実施します。その他にもＲＹＬＡ
やニコニコキャンプのお手伝い、また地区社会奉仕
事業の「大和川・石川クリーン作戦」にも、２６４０地
区のＲＡＣと共に参加します。この様にロータリーフ
ァミリーの機動部隊として一年中走り回っており、今
やロータリーの事業に必要不可欠な存在に成長しま
した。彼たちも活動を通して多くの事を学び、ロータ
リーの精神を身に着けた若者に成長しつつあります。
　ＲＣの将来を考える時、そして日本社会の未来を
考える時、青少年奉仕の大切さを改めて実感しま
す。ロータリアンの皆様にも、その必要性をご理解
頂き、ＲＡＣはじめ青少年関連のプログラムに対し
て、なお一層のご支援とご協力を賜りますようお願い
申し上げます。
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